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様式１(第 6 条関係) 

報  告  書 
 ( 岡本 班) 

開 催 日 時 平成 29 年５月 11 日(木)19:00～20:50 

開 催 場 所 波佐公民館 

出 席 議 員 

班長：岡本正友 

司会者 岡本正友 

報告者 柳楽真智子 

ファシリテーター 
１班 牛尾博美 

２班 原田義則 

記録者 柳楽真智子・小川稔宏 

 
佐々木豊治 

議長団：平石誠副議長 

参 加 人 数 15 名  

主な要望・提言等 

【１班】 

○高齢化で先祖伝来の田畑が荒れているが、農業対策に対

し市の具体的対応がない。農業支援センターも機能してい

ない。現状を把握しタイムリーな仕事をして欲しい。金城

は農業と観光の２本柱だがその農業がぐらついている。  

○独居老人が増え地元で買い物が出来ない、波佐のミニデ

イがなくなり、地域に出られなくなる。過疎切り捨てを感

じる。「まんてん」が毎週月曜日に訪問販売回ってくれ安否

確認もしてくれるのでありがたい。  

○一遍外に出た者はなかなか帰らない。地元に就職させる

取組が必要。IＵターンと金城の子を外に出さない。公共施

設は保育園しかなく唯一雇用の場。新たに２園出来たが空

きがあるので振り分け残して欲しい。  

○1000 人の大学生が卒業したら帰っている。優良企業の誘

致に市長、議員は動き、同じ 20 億かけるなら雇用を創るべ

きだ。地元に魅力ある企業があれば居着いてくれる。県人

会や坂根さんとかツテを活かすべきだ。  

○旧公民館を福祉施設にとの考えがあったが借りられなか

った。行政、地元がコラボして高齢者が増えても安心して

住めるような地域作りが必要。  
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○金城の高齢者入湯券事業もカットされた。合併前、良い

事業は残す、よそで良い事業があれば取り入れると言って

いたが話が違う。 

○ふるさと納税返納率が 30％に統一されたら魅力が少なく

なるのでは。 

○ほたる館（温泉）復活に良い手立てがないが、もう一度

火を灯したい。小波の里産直市場は金土日祝日、25 日に開

けており 80～90人のお客さんが来られるが商品調達が追い

つかない。 

○風力発電の話を隣の県から噂を聞き、金城支所で資料の

縦覧もしているのに地元へ説明がされず地元軽視ではない

か。１期工事で波佐は河川汚濁の被害を受け生態系が変わ

りつつある。漁協の損害賠償もあったがそれで済む問題で

はなく万全の対策のためにも情報伝達、事前説明が必要だ。 

 

【２班】 

○どの地域も人口減少が大きな問題となっている中で、中

山間地域では、農業後継者が不足している。米価の下落や

農地の荒廃も大きな原因だと思う。  

○米軍機の騒音がすごい時がある。小学校や保育園の子ど

もたちを守るため、施設の防音が必要ではないか。  

○セムシやカワニナなどの生物が少なくなっている。過去

には芸北の牧場の汚水の問題もあった。風力発電の工事な

どにより、河川の水が濁ったりして、原因が何かははっき

り分からないが、水質を検査する必要があるのではないか

と思う。 

○周布川の上流がこのような状態なら、下流のことも心配

である。 

○北広島町側に風力発電の設置が決まっているようだが、

地元には何の説明もない。どういうことなのか。  

〇風力発電の工事が始まって鳥獣が里に降りてきて、被害

が増えたように感じる。 

○ミニデイサービスが廃止され、さんあいホームに行かれ

ている高齢者たちは、とても寂しがっておられる。良い対

策は無いのか。 
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○公民館で行っていた運動教室の予算も減らされている。  

○子育て支援センターは老朽化していて、とても危ないと

思う。早く移転してほしい。  

○波佐さんあいホームは合併以降使用されていない。施設

内には機能訓練の機材などが揃っていて、介護予防の施設

としてぜひ地元に指定管理に出してもらいたい。  

○波佐は福祉長寿村を目指している。  

○小学校の生徒数が減少している。自閉症などの子どもの

受入れや山村留学など、外から呼び込むことも考えられる

と思う。統合した場合はスクールバスで送迎をすることに

なると思うが、そうであれば児童の多い地域から、バスで

来てもらうという方法もあるのではないか。  

○波佐は「地域まるごとミュージアム」を掲げているが、

もっと来訪者に分かり易い案内看板を設置することが必要

である。労力は地元で行うので、高価な物でなくていいか

ら、標識に対する補助をしてほしい。  

○農地が荒れることに対する対策を行ってほしい。  

○災害で停電した時など、頼りになるのはラジオだと思う

が、不感地域が多く役に立たない。情報収集のためにもぜ

ひ対策を行ってほしい。 

○平均寿命や健康寿命の延伸をもっとやってほしい。  

○学力検査の結果が浜田は低い。対策を行ってほしい。  

○農地が荒れると、防災の面でも影響が出ると思うので、

対策が必要である。 

○町内の役員をする人がいなくなることを心配する。  

○食料品店が少なく、買い物難民が増えるのではと思う。  

○草刈りの担い手がいなくなる。  

○こういう会を、またやって欲しい。  

 

浜田市議会議長  西田清久 様  

 

平成 29 年 5 月 21 日 

浜田市議会報告会規程第 10 条第１項の規定により提出します。 

                         岡本  班 

代表者 岡本正友              


